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都市再生整備計画の目標及び計画期間

市町村名 地区名 面積 47 ha

平成 19 年度　～ 平成 22 年度 平成 19 年度　～ 平成 年度

目標

目標設定の根拠

まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

人／日 平成18年度 平成22年度

人／年 平成17年度 平成22年度

人 平成18年度 平成22年度

都道府県名 福岡県

古賀

こ が

市 鹿

しし

部

ぶ

地区

計画期間 交付期間 22

大目標：古賀市の新たな交通・交流の拠点づくり

　目標１：ＪＲ新駅の設置とアクセス道路の整備により、交通利便性を強化する。

　目標２：バリアフリー化した自由通路の整備とまちづくりを考える機会をつくることで、地域住民の交流を促進する。

　目標３：計画的な宅地造成や公園等の整備により、快適で人にやさしい住環境つくる。

●ＪＲ東側で地区に隣接する花鶴丘団地44.3haを土地区画整理事業で昭和４７年～５５年に整備し、計画的で良好な住宅地を形成（平成１７年８月末現在の花鶴丘団地の人口4,205人・世帯数1,646世帯）。また、ＪＲ西側で地区に隣接する日吉台団地

13.3haを民間による開発で昭和５０年代に戸建て分譲（平成１７年８月末現在の日吉台団地の人口1,218人・432世帯）があるなど、本地区の周辺は住宅地としての整備が進んでいる。

●周辺地域の住宅化が進む中、福岡都市圏の新たな住宅供給地として、ＪＲ東側において平成１０年から鹿部土地区画整理事業（計画人口2,730人・計画戸数830戸）を進めている。

●鹿部土地区画整理事業に伴い、施工区域内の都市計画道路高盛池端線・後牟田大池線・浜大塚線を平成１０年度から平成２０年度で整備し、地区公園である鹿部山公園やその他街区公園等の公共施設の整備改善を進めている。

●地区内の北側で、ＪＲ東側と西側をつなぐ都市計画道路浜大塚線を平成１４年度から平成２３年度に整備する。また、ＪＲ西側にあった鹿部保育所を移転し、鹿部土地区画整理事業地区内に新しい鹿部保育所を建築している。

●都市再生整備計画の策定に際しては、地元区の要望や意見を取り入れている。

交通結節点の整備による交通利便性の向上と、住民同士の交流がある地域コミュニティの活性化がまちづくりの大きな課題である。

●地区内周辺は花鶴丘団地や日吉台団地等住宅地としての整備が進んでいる。また、現在取り組んでいる鹿部土地区画整理事業によりさらなる人口増加が見込まれる。また、ＪＲ古賀駅へのアクセスが良好でないため渋滞や事故が増加する恐れがあ

る。このような現状の中、地元要望により平成２０年度にＪＲ新駅が設置される予定であり、併せて新駅周辺の整備をすることによる交通利便性の改善が必要である。

●地域のまとまりや助け合い意識の低下による地域コミュニティの希薄化は、地域で地域課題の解決をする力の低下を招き、当市全体で大きな課題となっている。現在同じ行政区内にある当地区は、西側は従来より居住している住民、東側は新しく居住

する住民である上に、ＪＲにより地域が分断されているため、交流できにくい状況にあると言える。そこで、地域コミュニティの活性化をめざしたソフト的事業とともに、バリアフリーで自由に往来し交流できる通路などのハード整備を行い、地域住民の主体

的な交流活動を促進する必要がある。

乳幼児から高齢者まで快適な住環境が整備された人にやさしいまちづくり

●第３次古賀市総合振興計画（平成１３年～平成２２年）では、土地利用の施策として「都市基盤が整備された良好な都市づくりを図るため、土地区画整理事業等による開発を推進します。」、道路・公共交通の施策として「駅利用の利便性を高めるため、

駅への接続道路の整備を推進します。」「高齢者や障害者などが安心して暮らせる『人』中心の視点に立ったまちづくりを進めるため、バリアフリーに配慮した道路づくりを進めるとともに、手軽に健康づくりができる河川沿いの遊歩道などを整備します。」と

掲げている。

●第２次古賀市国土利用計画（平成１３年～平成２２年）では、基本方針として「ＪＲ駅周辺の交通の流れを円滑にし駅利用の利便性と快適性の向上を図るため、都市計画マスタープランや中心市街地活性化基本計画・交通バリアフリー基本構想などを

踏まえて、市街地整備と一体となった駅周辺整備を推進し、交通結節点機能の強化を図ります。」「平成２２年までに見込まれる増加人口は、主に市街化区域内を中心に受入れていくこととし、住居系用途地域内の一定規模以上のまとまりのある土地に

ついては、一団の開発または土地区画整理事業などの面的整備を行い、良好な住宅地の供給に努めます。」「都市基盤が不十分な市街地については、生活道路・公園などの都市基盤整備に努め、住環境の向上を図るとともに災害に強いまちづくりを推

進します。」と掲げている。

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値 目標値

2,000

２．鹿部公民館利用者数 ＪＲ新駅近隣の鹿部公民館の年間利用者数

地域住民の交流促進を見るため、近隣コミュニティ施設である鹿部公民館

の利用者数を指標とする。

5,020 5,500

１．ＪＲ新駅乗降客数 ＪＲ新駅の１日の乗降客数

交通利便性の強化を見るため、新駅の乗降客数を指標とする。市内にあ

る千鳥駅の約1/4を目標値とする。（平成１６年度ＪＲ千鳥駅8,392人／日）

0

300３．区画整理地内居住人口 鹿部土地区画整理事業地区内の居住人口

交通利便性改善やバリアフリーの住環境づくりで、４年間で１００世帯（約３

人世帯）の入居を促進する。（計画人口2,730人）

86



都市再生整備計画の整備方針等

計画区域の整備方針

その他

・整備方針３　「快適で人にやさしい住環境づくり」

●西側駅前広場と一体となった公園を整備する。

●地域の歴史に触れることができる歴史公園を整備する。

●ＪＲより東側を、区画整理によりバリアフリーの道路や公園を整備する。

公園事業（基幹事業／西側街区公園整備、市）

公園事業（基幹事業／歴史公園整備、市）

土地区画整理事業（関連事業／鹿部土地区画整理事業、鹿部土地区画整理組合）

○新駅設置についての地元区による組織化について

　地元（鹿部区、鹿部農区、鹿部土地区画整理組合等）で、平成１７年１２月鹿部新駅建設促進期成会が立ち上がり、平成１８年１１月古賀市と共にＪＲ九州と駅舎建設の覚書を締結している。

○交付期間中の計画の管理について

　交付期間中の進行管理については鹿部新駅建設促進期成会及び鹿部土地区画整理組合と共に行う。

　広報・ホームページで事業の進捗状況を公表する。

○地区計画策定検討について

　計画的な土地利用を行うために、ワークショップ等の活動を通して、用途や高さの制限を盛り込んだ地区計画の策定検討を行う。

○鹿部公民館の概要について

　地元鹿部区の自治会が管理する近隣コミュニティ施設（敷地面積1,025.60㎡、建築面積448.70㎡）である。近隣住民の会合・交流・学習活動等が行われている。

方針に合致する主要な事業

・整備方針１　「交通利便性の強化」

●自由通路のあるＪＲ新駅の設置と、駅の東西に駅前広場及び自転車駐車場を整備する。

●ＪＲ新駅への西側のアクセス道路となる、市道鹿部２８号線を拡幅する。

●ＪＲの東西をつなぐ都市計画道路浜大塚線を整備する。

●ＪＲ新駅及び周辺公共施設の場所を案内する誘導サインと古賀市の案内マップを設置する。

ＪＲ新駅駅舎建設事業（関連事業／ＪＲ新駅駅舎建設、期成会及びJR九州）

道路事業（基幹事業／自由通路整備、市）

道路事業（基幹事業／東側駅前広場整備、市）

道路事業（基幹事業／西側駅前広場整備、市）

地域生活基盤施設事業（基幹事業／自転車駐車場整備、市）

高質空間形成施設事業（基幹事業／ベンチ・シェルター整備、市）

道路事業（基幹事業／市道鹿部２８号線整備、市）

街路事業（関連事業／都市計画道路浜大塚線整備、市）

地域生活基盤施設事業（基幹事業／情報板整備、市）

・整備方針２　「地域住民の交流を促進する環境づくり」

●ＪＲ新駅に地域の東西を結ぶ自由通路を整備し、地域住民が自由に往来できるようにする。

●地域のまちづくりを考えるワークショップを行う。

道路事業（基幹事業／自由通路整備、市）

まちづくり活動推進事業（提案事業／まちづくりワークショップ、市）



交付対象事業等一覧表

（金額の単位は百万円）

基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象

開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

道路 古賀市 直 1,740㎡ H19 H20 H19 H20 153 153 153 153

道路 西側駅前広場 古賀市 直 1,634㎡ H19 H20 H19 H20 69 69 69 0 69

道路 市道鹿部２８号線 古賀市 直 140ｍ H19 H20 H19 H20 32 32 32 32

道路 自由通路 古賀市 直 35ｍ H19 H20 H19 H20 282 282 282 282

公園 古賀市 直 1,592㎡ H21 H21 H21 H21 34 34 34 34

公園 歴史公園 古賀市 直 1,549㎡ H20 H22 H20 H22 179 179 179 0 179

古都及び緑地保全事業

河川

下水道 －

駐車場有効利用システム －

地域生活基盤施設 古賀市 直 － H19 H22 H19 H22 55 55 55 55

高質空間形成施設 古賀市 直 － H20 H20 H20 H20 34 34 34 34

高次都市施設 －

既存建造物活用事業

土地区画整理事業

市街地再開発事業

住宅街区整備事業

地区再開発事業

バリアフリー環境整備促進事業

優良建築物等整備事業

拠点開発型

沿道等整備型

密集住宅市街地整備型

耐震改修促進型

街なみ環境整備事業

住宅地区改良事業等

都心共同住宅供給事業

公営住宅等整備

都市再生住宅等整備

防災街区整備事業

合計 838 838 838 838 …A

提案事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象

開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

0

0

0

－ 0

－ 0

古賀市 直 － H19 H20 H19 H20 2 2 2 2

－ 0

合計 2 2 2 2 …B

合計(A+B) 840

（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度

鹿部土地区画整理組合 国土交通省 34.8ｈａ ○ H10 H21 7,364

古賀市 国土交通省 422ｍ ○ H14 H23 2,856

期成会・ＪＲ九州 国土交通省 ２面２線橋上駅 ○ H19 H20 587

合計 10,807

ＪＲ新駅駅舎建設事業 鹿部地区

土地区画整理事業 鹿部地区

街路事業 浜大塚線

0

事業 事業箇所名 事業主体 所管省庁名 規模

（いずれかに○） 事業期間

全体事業費

まちづくり活

動推進事業

まちづくりワークショップ － 0

－

事業活用調

査

－

－

細項目 うち民負担分

地域創造

支援事業

0

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模

（参考）事業期間 交付期間内事業期間

住宅市街地

総合整備

事業

－ 0

－

－

－ 0

－

細項目 うち民負担分

0

東側駅前広場 0

0

西側街区公園 0

事業主体 直／間

交付限度額 336交付対象事業費 840

事業 事業箇所名

国費率 0.4

規模

（参考）事業期間 交付期間内事業期間



都市再生整備計画の区域

　鹿部

し し ぶ

地区（福岡県

ふ く お か け ん

古賀市

こ が し

）

面積 47 ha 区域 鹿部の一部、日吉３丁目の一部

　　　　　　　都市再生整備計画区域

　　　　　　　鹿部土地区画整理事業区域

　　　　　　　花鶴丘団地

　　　　　　　日吉台団地

　　　　　　　改良済都市計画道路

　　　　　　　事業中都市計画道路

福岡県内における古賀市位置図

都市再生整備計画区域

　鹿部地区（４７ｈａ）

街路事業　都市計画道路浜大塚線　Ｈ１４～Ｈ２３予定

鹿部土地区画整理事業　Ｈ１０～Ｈ２０予定



ＪＲ新駅乗降客数 （人／日） 0 （H18年度） → 2,000 （H22年度）

鹿部公民館利用者数 （人／年） 5,020 （H17年度） → 5,500 （H22年度）

区画整理地内居住人口 （　人　） 86 （H18年度） → 300 （H22年度）

鹿部

ししぶ

地区（福岡

ふくおか

県

けん

古賀市

こがし

）　整備方針概要図

目標 古賀市の新たな交通・交流の拠点づくり

代表的な

指標

※ＪＲ新駅駅付近計画図

※鹿部土地区画整理事業設計図

○関連事業

街路事業

（都市計画道路浜大塚線）

■基幹事業

道路事業

（東側駅前広場整備）

■基幹事業

地域生活基盤施設事業

（情報板整備）

：誘導サイン設置

：案内マップ設置

：情報板設置

：壁面サイン設置

■■■■ 都市再生整備計画区域

■■■■ 鹿部土地区画整理事業区域

□提案事業

まちづくり活動推進事業

（まちづくりワークショップ）

■基幹事業

地域生活基盤施設事業

（自転車駐車場整備）

■基幹事業

高質空間形成施設事業

（ベンチ・シェルター整備）

■基幹事業

道路事業

（西側駅前広場整備）

■基幹事業

公園事業

（西側街区公園整備）

■基幹事業

道路事業

（自由通路整備）

■基幹事業

公園事業

（歴史公園整備）

■基幹事業

道路事業

（市道鹿部２８号線整備）

○関連事業

ＪＲ新駅駅舎建設事業

基幹事業

提案事業

関連事業

凡 例

西側街区公園

鹿部公民館


